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使い方

モードの表示方法
モード名 メモリ登録時 メモリモード起動時

4（最速）

3（強）

2（中）

1（弱）

木材

ボルト

テクス薄

テクス厚
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保護機能

本製品およびバッテリの保護機能
本製品を使用中、下記状態になりますとモータが自動停止しますが、これは
保護機能によるものであり故障ではありません。

保護機能 表示

	• 本製品およびバッテリの温度が高温になると
モータが自動停止します。
•	 使用を中断して本製品よりバッテリを取り
はずし、冷却ファンつきの充電器で充電お
よび冷却をしてください。

•	 バッテリを冷ましても本製品が動作しない
場合は、本製品を冷ましてください。

ライト

ライト点滅（約1分後消灯）

	• バッテリの容量が少なくなるとモータが自動停止します。
•	 本製品よりバッテリを取りはずし、バッテリを充電してください。

	• 本製品が過負荷状態になるとモータが自動停止します。
•	 ‌いったんスイッチを放し、本製品よりバッテリを取りはずした後、
過負荷の原因を取り除いてください。原因を取り除けば再びご使用
になれます。
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作業方法

ボルトの締め付け
•	 ボルトの適正締め付けトルクは、ボルトの材質・サイズ・締め付ける場
所の材質などによって異なります。

•	 ネジの締め付けトルクと締め付け時間の関係は下図のようになっていま
す。これらを参考にして適切な締め付け時間を選んでください。

六角ナット

鋼板ボルト

２0 mm

【TD162D】

高力ボルト

締め付け時間（秒）

普通ボルト

締め付け時間（秒）

N・m
（kgf・cm）

締
め
付
け
ト
ル
ク

N・m
（kgf・cm）

締
め
付
け
ト
ル
ク



51

作業方法
【TD172D】

高力ボルト

締め付け時間（秒）

普通ボルト

締め付け時間（秒）

N・m
（kgf・cm）

締
め
付
け
ト
ル
ク

N・m
（kgf・cm）

締
め
付
け
ト
ル
ク

※スイッチの引金を最大に引き込むまでの時間を含んだ値です。
ボルトは下記を使用しています。
普通ボルト：強度区分4.8 　　高力ボルト：強度区分10.9

強度区分の説明
　4 . 8
　↓　 −→ボルトの降伏点（引張強さの80 ％）314 N/mm2（32 kgf/mm2）
　ボルトの引張強さ 392 N/mm2（40 kgf/mm2）

注
	• M8 以下のネジの場合、打撃力の切り替えまたはスイッチの引金の引き加
減を調整して締め付けてください。事前に締め付け時間と締め付け力を
確認してください。
	• 本製品を押さえつけたり無理な力をかけたりせず、ネジに対して本製品
をまっすぐ持ってください。
	• 締め付け時間が長過ぎますと、ネジが伸びたり、折損したりすることが
あります。また、ビットなど工具類の寿命も短くなります。必ず実作業
の前に試しに何本か締め付けて適切な締め付け時間を把握してください。
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作業方法
•	 ネジは下記の要因により締め付けトルクが変わってきますので、締め付
けネジが適正締め付けトルクになっているか、トルクレンチなどで必ず
確認してください。

1.	 電圧
	• バッテリが完全放電状態に近くなると電圧が降下し、締め付けトルク
は低下します。

2.	 ビット・ソケットビット
	• サイズに合ったビット（ソケットビット）を使用しないと、締め付け
トルクは低下します。

3.	 ボルト
	• 径の異なるボルトでは、トルク係数（ボルトの仕上がり状態により決
まる係数、ボルトメーカで表示）、等級が同じでも締め付けトルクは異
なります。
	• 同じ径のボルトでもトルク係数、等級、長さによって締め付けトルク
は変化します。

4.	 その他
	• 締め付け場所により締め付けトルクは変動します。
	• 本製品の持ち方により締め付けトルクは変動します。
	• スイッチの引金を引き込みきらない状態で使用しますと、締め付けト
ルクは低下します。
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修理を依頼される前に、下記項目を点検してください。

※保護機能については49ページ参照。

•	 修理をお申し付けの際は、製品、バッテリ、充電器を一緒にお持ちくだ
さい。

●本製品が停止する

●始動しない

保護機能※が働き、本製品
またはバッテリが機能停止し
ている可能性があります。

スイッチを切って、再度入れてください。

バッテリを充電するか、充電済みのバッテ
リと交換してください。

本製品を十分に冷ましてください。

お買い上げの販売店、または当社営業所まで修理をお申し付けください。

解消しない

解消しない

解消しない

症状

原因

解消方法

故障かな？と思ったら
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保守・点検について

警告
点検・整備の際には必ずスイッチを切り、本製品よりバッテリを抜いてください。
•	 バッテリを本製品に差し込んだまま行うと、事故の原因になります。

本製品のお手入れ
•	 乾いた布か薄めた中性洗剤を付けた布できれいに拭いてください。

注
	• 水洗いは絶対にしないでください。
•	 本製品内部に水が入り、故障の原因になります。
	• ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコールなどは変色、変形、ひび割
れの原因となりますので使用しないでください。

ご修理の際は
•	 修理はご自分でなさらないで、必ずお買い上げの販売店、または当社営
業所にお申し付けください。
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メモ



881F99C8 愛知県安城市住吉町3-11-8 〒 446-8502
IWT TEL.0566-98-1711 （代表）


